
広葉樹パルプ中の柔細胞に関する研究

(第7報) シラカ-のパノレブ中の柔細胞 について

牝 尾 弘 一 郎

(木材化学第 1研究室)

KoichiroKITAO :StudiesontheParenchyma-CellsintheHardwoodPulps.

ⅤⅠⅠ.OntheParenchyma-CellsintheBirchPulps.

前報1)で北海道産のシラカバの-榎の供試材をサルファイト法またはクラフト法で蒸解し,得た

パ ルプを水中で 150meshの金網で締別して柔細胞を分離し,柔細胞の化学成分を分析したとこ

ろ非常に多量のアルコール ･ベンゼン可溶物が見出された｡そのほか多量の リグニンも存在してい

た｡脱 リグニン･脱脂試料の粘度も著しく低かった｡これらの点で当時は供試材が-股のシラカバ

材と興った毎殊なものではなかろうかと疑問を残していた｡この柔細胞より抽出した抽出物の組成

は前報2)に報告した｡その後九州屋久島産の多数の広葉樹のパルプ化に関する研究3) の中で,これ

らのパルプより柔細胞を分離してそのアルコール抽出物を定量した結果ほいづれも前記のシラカバ

に比し著 しく少量であったので上の疑問が更に濃くなった｡

現在北海道の広葉樹パルプ資源 としてシテカバは茎要な位置を占めてし一､る｡シラカバは強健で同

地に於て生長の良好な樹種に属するもので現在のみならず将来のパルプ鹿本計画上重要である｡近

年発達した広葉樹製紙軍パルプ原木として他の樹種に見られない強度を発礎する｡しかるに人絹用

パルプ原木とするとこれより製したパルプの ｢樹脂｣が多くなると言われている｡

広葉樹材に含有される抽出物,特に alc.-benz.可溶物が材の申のどの組痕に分布しているかそ

の比率は明でないが,柔細胞内容物がある割合を占めているのではないかと患われる｡ しかも導管

,細胞間隙等に存在すればパルプの精製工程で比較的除去され易いと慮われるに反し,これら細胞

腔中のものは溶出が著しく困難であろうと思われる｡ このような意味で柔細胞内容物は人絹パ ルプ

にある関係を有すると思われるので今lujシラカバ′の柔細胞を再検討することとした｡

実駄ならびに考察

北海道各地より送付されたシラカバ試材 (約15-20cmxlOOcm)を到着後直ちに琴材して蒸解

ならびに分析試料とした｡ 分析試料にするにはプレ-ナーで腐片として1日広げて風乾しウイレ-

粉砕機で粉末とし28-100meshの部分を試料 とした｡alcohoLbenzene可溶物は alc.-ben岩.(1
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:2)で 6hrs ソクスレ-で抽出した結果である｡ 亜硫酸法蒸解は 1% CaO,5.5% SO2-の液で

仝蒸解時間 5hrs,145oC蒸解時間-2hrsでフラッ トスクリーンを通した未晒 パルプ を乾燥し上

と同じく6hrs抽出して alc.-benz.可溶物を定めた｡産地,伐木年月,年輪密度ならびに alc.-

benz.可溶物は下表の如 くである｡

Tab.1. ComparisonofDifferentBirchWoodsinHokkaido.

No.of

Wood

Sample

1

2

3*

4

5

6

7

8*

9

10

ll

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

Dateof

Cutting

Mar.1955

Åug.1954

Sept.1953

Jam.1955

Feb.1955

Jam.1955

Mar.1955

June-Åug.1954

0ct.1954

Apr.1955

Apr.1955

Unknown,

･appeared
tobe

fresh

〝

〟

ノ〟

〝

/̂

,U

5

5

5

/

5

5

5

4

7

6

3

8

7

6

6

7

9

5

5

6

6

8

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

20

30

30

31

33

22

31

19

31

23

29

44

37

37

34

43

40

35

36

戯

3

l

1

8

7

7

1

9

4

7

3

5

5

6

2

1

6

0

1

2

2

1

2

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

Dateof

Sawing

Ale.-Ben2;.
Extractivef=
inWood
%

55

85

88

62

19

75

27

45

86

20

65

18

4

3

6

6

2

4

0

8

0

3

1

0

1

1

1

2

2

2

1

1

4

3

3

3

3

3

4

4

3

4

Extractives
inUnbleacb .

ed Sulphite
Pulps %

1.80

0.72

0.45

0.42

0.61

19

79

32

58

鮒

1

l

1

0

0

*Ⅰncipientdecay

Tab.2 産地 (北海道)

1 瀬棚郡今金町

2 様似郡様似町

3 磯谷都南尻別村

4 幌別郡幌別町

5 有珠郡大滝村

6 瀬棚郡今金町

7 ク

7

8 瀬棚郡今金町

9 ク

10 茅部郡落部柑大字野田追

11 紋別郡渚滑経常区

12 不 明

13 ク
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5

6

7

8

1

1

1

1

不 覗

ク

ク

ク

9

0

1

1

2

2

明

次に未晒パルプを水中に韓別して柔細胞を分離 し少し Congoredで細胞膜を染色して顕微鏡写

真を撮づた｡比較のために供試材の一種 (No.2)をクラフト法で蒸解 した｡仝Na20木材対20%,

硫化を25%′,.全蒸解時間 2.5hr.最高温餐 1615oC｡得たる未晒パルプより柔細胞を姉別し同じ様

に顕偵鏡写責を撮った｡(写其17)これらのシラカバ柔細胞 と比較のために北海道産のブナの-供

試材の来由サルファイ トパルプの栗細胞ならずに前報3'の屋久島広葉樹のクラフトパルプを研究し

た当時の試料未晒クラフトパルプより同様に桑細胞の顕微鏡写蕪を撮った ｡

考 察

前表に掲げた供試シラカバ材は主として北海道南部地域のもので北部のものは1笹 (No.ll)だ

けであるから確言はできないが産地 と抽出物含量との関係は認められない｡年輪密壁の大なる材は

抽出物含量が多いようであるが例外もあ り確実でないb伐期との関係も,製材までのシーズ--/rグ

の長短も抽担物量と一応無関係であ.るo No13は約20月,No･8ほ約11月のシ-ズユングを経過

していづれも材に黒色の zonelineが発達して来て腐朽感染初期にあることを示しているがN0.3

は材の抽出物著しく低いにかかわらず N0.8は必Lも少くない｡従って初期腐朽 と抽出物量との

関係も明でない ｡ 以上のように現在のところ原木の抽出物量のよって来る原因は何もわからない｡

同一樹種で年輪密度も直径もそのほふ樹皮の外観も含めて何等の差異も見られないのにかかわらず

alc.-benz.抽出物に1-4%にわたる開きがあることtは注目すべきことである｡

未晒サルファイトパルプの alC･-benz･可溶物は蒸解程度によって大に∵左右される羊とも予想さ

れる｡従って蒸解条件を充分に検討しなければならないが,前表の結果より見て一応原木中に抽出

物の多いものは未晒サルファイトパルプにも多いと思われる｡ 未晒パル70の抽出物は No･5の如

きはある十 は実験の誤 りではないかと思われるが他は概して原木抽出物量の約班,に近い値になって

いる｡

シテカバの末晒パルプ中の柔細胞は顕微鏡的に,ここに掲げた他の広葉樹 と比較すると著 しい特

徴を示している'o細胞の形は概して小さいものが多い｡細胞内に大小の球状,_粒状,不規則な輪軒

の塊状等の内容を有するト｡ これちほ粘度の高い油滴かあるいは極めて粘桐な半固体状 (常温)のも

のの様である｡ (写兵16,18) Congo re.d ほ細胞喋を染色するがこれち内容物は染まらない｡

Safranin,Rodamin等ほ細胞膜不巣で内容物を染める｡ 3% NaOH と煮沸しても目立って溶解

しない｡アルコールで脱水し,alc.-benz.で煮沸し,プ ルコ-ルで洗い,水に戻す と大部分が溶出
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し僅かに残姪が残っているのが見られる｡(写真 18,19)アセ トシで処理しても∵同様に大部分が溶

出し僅かの残鐙が残る｡

味があーる｡前報2)守こ於てサルファイト及びクテフトパルプ 中の柔細胞の抽出物の定量ならびに成分

を比較した場合に両者大差がなかったところに一致している.｡ブナの場合にはこのようtな独立した

球状または塊状の内容物は見られなかった｡供試ブナ材の alc.-benz.可溶物0.9%で僅少なる上,

ブナ材の柔細胞含量はカバよりはるかに多いから当然である｡なおブナとカバは alc.-benz.可溶

物の組成が大に異なることにもよる｡

屋久島産暖地広葉樹はその一部たとえばヒメシャラ心材のパルプの柔細胞等に少しく類似の内容

物が見られたが一校に細胞は無内容に見えた｡ これらはいづれもクラフトくルプである｡ これらの

原木は前報3'に示したように2-6%に至る alc.-benz.抽出物を有 しているにもかかわらずパル

プ中の柔細胞が空虚であるのは興味がある｡

シラカバパルプ中の柔細胞は以上述べたところによってかな り特殊なものの様である｡供試材に

よって柔細胞中の内容物の極めて多量にあるものも,比較的少いものもあったが,他の樹種の如く

空虚なものは僅かに一例 (No.3写兵20)だけであった｡ これら内容物は顕微鏡的に多量に見えて

も (前報1'ではアセ トン抽出物約15%を示した)シラカバは柔細胞含量の少ない欄程に属するので

材全体の抽出物に対しては僅少であるかもしれない｡今後これら量的関係ならびに成分を明にしたい｡

本研究に用いた多数のシラカバ原木を提供され,また研究装置を寄贈された国策パルプ工業株式

会社の御好意に深く謝意を表する次第である｡

Resume

Consjderabledifferenceswerefoundinthecontentsofthealcohol-benzeneextractives

(ト4%)amongbirchwoods(Bet,ulaTauschiiKQidz.)cutatdifferentplacesin Hok-

kaido.

Theamountoftheextractivesappearedtobeindependentoncuttingseason,period

ofseasoning (1-20months),growingplaces(south ornorthpartin Hokkaido),or

incipientdecay.Theslowlygrownwoodsappearedtogiveratherlargeramountofex-

tractives. Theamountoftheextrac･tives弓n theunbleachedsulphitepulpsmadefrom

woodsrichinextractivesappearedtobelargerthanthatfromwoodsgivingpoorextrac-

tives.

Bymeansofscreening theunbleachedpulpsin waterthrough.150-meshwire,the

parenchyma-cellswereseparatedfrom birchsulphite,birchkrafと,beechsulphite,andthe
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kraftpulpsmadefromabout15differe汀亡hardwoodsofYakushima-island.Theirmicro-

photographsaregiven.

Theresindropsofsphericalorirreglularfromwereseenintheparenchyma-cellsin

thepulpsmadefromthebirchwoods.Cellcontentsofsimilarformwerenotfoundin

thecaseofotherwoodspeciesexamined.

MoreorlesscloserelationswillybefoundbetweenresincontentofbirchrayQn-pulps

andtheresinoJusparenchyma-cellcontents.
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Photo.1.Isunoki(Distylium racemosum Sieb. Photo.2.Tabu(MachilusThunbergiiSieb.

etZucc.)KraftPulp etZucc.)EraftPulp

Photo.3.Yamagurum･1(Trochodendronarali- Photo.4.Hainoki(BobuamyrtaceaM:iers

oidesSieb.etZucc.)KraftPulp Sieb.etZucc.)KrafとPulp

Photo.5.Tsutsuji(Rhododendron)Kraft Photo.6.Mokkoku(Ternstroemiajaponica

Pulp Thumb.)KraftPulp
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Photo･7lAkagashi,(QuercusacutaThumb.) Photo.8.Miyako軸ra(KaloparlaXautumna-

KraftPulp tisKoidz.)KraftPulp

Photo.9.Himeshara(Stewartiamonadelpha･ Photo.10. Sakaki(sakakia-ochnacea

Sieb. stZucc.)KraftPulp Nakai)KratPulp

Photo.All.Taimi,ntachibana(Rapaneanerii- Photo.12.Aomoji(I.inderacitraKoldz.)

foriaMeg.) KraftPulp KraftPulp
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Photo.13.Tsubaki(CahelliajaponicaL.) Photo.14. Yamagaki(DiospyrosKaki

TraitPulp Khunb.) Kraftpulp

Photo.15.Buna (FaguscrenataBlumぅ) Photo.16.Shirakanba (BetulaTauschii

SulphitePulp Koid2;.) No.2Wood,SulphitePulp

Photo･17･ShirakanbaNo･2Wood,KraftPulp Photo･18･ShirakanbaNo.7Wood,Sulpbite

Pulp
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Photo.19.ShirakanbaNo.7Wood,Sulphite Photo.2Q.ShirakanbaNo.3Wood,Sulphite

Pulpafterwith･AIc.-Benz.Washing Pulp
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